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１２月定例会の議案と議決結果

市長提出議案

議員提出議案

同　意
第１号

発議案
第１号

同　意
第２号

発議案
第２号

全会同意

撤　　回

議　案
第１号

発議案
第３号

多数可決

多数可決

議　案
第２号

発議案
第４号

全会可決

継続審査

議　案
第３号

全会可決

議　案
第４号

多数可決

議　案
第５号

全会可決
議　案
第６号

議　案
第７号

議　案
第８号

議　案
第９号

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会同意

審議未了

議　案
第１０号

全会可決

議　案
第１１号

議　案
第１２号

議　案
第１３号

議　案
第１４号

議　案
第１５号

議　案
第１６号

議　案
第１７号

委員会提出議案

第１号 否　　決

富里市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書について

ＴＰＰ交渉に関する意見書について

国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書について

※議案に対する議員別の賛否については市議会ホームページに掲載しております。

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて（曽根正雄氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて（林田光男氏）

富里市職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

富里市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について

富里市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

印旛郡市広域市町村圏事務組合の経費の支弁方法の変更並びに印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の
一部を改正する規約の制定に関する協議について

米価暴落に歯止めをかけ、備蓄米４０万トンの買い入れなど緊急対策の即時実施についての意見書につ
いて

財産の無償譲渡について

富里市基本構想の制定について

財産の取得について（環境施設用地）

指定管理者の指定について（富里北部コミュニティセンター）

指定管理者の指定について（中部ふれあいセンター）

富里市道路線の認定について（市道 1-0360 号線）

平成２２年度富里市一般会計補正予算（第４号）

平成２２年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度富里市水道事業会計補正予算（第１号）

財産の取得について（市道 01-008 号線用地）

富里市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例の制定について

１２月定例会は、１１月２６日から始まり、１２月１５日まで２０日間の会期で開かれました。
市長から議案１７件、同意２件が提出され、それぞれ原案どおり、可決、同意しました。
また、委員会提出議案として１件が提出され否決しました。
議員提出議案は、一件を可決、一件を継続審査としました。
一般質問は１２人の議員が行い、市の諸問題について見解を求めました。
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一般質問

請願第２２号
◆米価暴落に歯止めをかけ、備蓄米 40 万トンの買い
入れなど緊急対策の即時実施について意見書提出
を求める請願

･･･　不　採　択
請願第２３号
◆ＴＰＰ、ＦＴＡ、ＥＰＡなど、輸入自由化推進路
線の見直しについて意見書提出を求める請願

･･･　不　採　択

議員研修

意見書を提出

経済環境建設常任委員会視察

　期日：１１月１６日及び１７日の２日間

　視察地及び視察事項：

　　(1) 秋田県大仙市

　　　・農業振興政策について

　　　・農業振興情報センターについて

　　(2) 岩手県北上市　きたかみ農楽校について

空港対策特別委員会視察

　期日：１１月４日及び５日の２日間

　視察地及び視察事項：

　　(1) 長崎空港

　　・長崎空港の概要について

　　・空港保安防災教育センターについて

　　(2) 羽田空港　羽田空港国際線ターミナルについて

とみさと議会報編集特別委員会

　期日：１１月８日及び９日の２日間

　視察地及び視察事項：

　　(1) 秋田県美郷町　議会報について

　　(2) 岩手県雫石町　議会報について

◆ＴＰＰ交渉に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣

みなさんからの請願・陳情

一般質問

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

　１２月定例会では、１２月１日から３日までの３

日間にわたり一般質問が行われ、市政に対し活発

な議論が行われました。

　詳細については、市立図書館にて会議録（２月

下旬発行予定）の閲覧、または、富里市議会ホー

ムページ（２月下旬掲載予定）でご覧ください。

一
般
質
問
通
告
項
目

秋
本
真
利

(1)
経
済
環
境
に
つ
い
て

(2)
教
育
福
祉
に
つ
い
て

(3)
総
務
・
都
市
建
設
関
係
に
つ
い
て

大
川
原
き
み
子

(1)
教
育
行
政
に
つ
い
て

(2)
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

(3)
市
民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
交
通
網

の
あ
り
方
と
充
実
に
つ
い
て

押
尾　

隆

(1)
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て

(2)
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

鈴
木
英

(1)
総
合
計
画
に
つ
い
て

(2)
各
種
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

(3)
市
民
の
足
で
あ
る
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

(4)
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

窪
田　

優

(1)
富
里
市
の
子
供
へ
の
思
い
や
り
に
つ

い
て

(2)
交
通
弱
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

布
川
好
夫

(1)
少
子
高
齢
化
事
業
に
つ
い
て

(2)
医
療
費
軽
減
に
つ
い
て

(3)
空
き
家
管
理
条
例
に
つ
い
て

(4)
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

高
橋
益
枝

(1)
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

(2)
教
育
問
題
に
つ
い
て

(3)
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
計
画
に
つ

い
て

髙
橋
保
夫

(1)
教
育
問
題
に
つ
い
て

(2)
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

(3)
（
仮
称
）
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
に

つ
い
て

佐
藤
繁
夫

(1)
防
犯
対
策
に
つ
い
て

(2)
医
療
対
策
に
つ
い
て

(3)
安
全
な
飲
料
水
確
保
に
つ
い
て

(4)
下
水
道
対
策
に
つ
い
て

中
野
信
二

(1)
（
仮
称
）
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
建

設
計
画
変
更
に
つ
い
て

(2)
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て

(3)
富
里
市
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に

関
す
る
要
綱
に
つ
い
て

立
花　

介

(1)
道
の
駅
と
み
さ
と
に
つ
い
て

(2)
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

(3)
自
然
環
境
保
全
策
に
つ
い
て

(4)
保
育
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

柏
崎
の
り
子

(1)
国
保
、
医
療
、
介
護
に
つ
い
て

(2)
教
育
問
題

(3)
区
画
整
理
事
業
・
道
路
整
備
に
つ
い
て

(4)
農
業
問
題
に
つ
い
て
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市
の
融
資
制
度
は
印
旛
管
内
の
市
と

比
較
し
た
と
き
に
、
融
資
利
率
は
一
番

高
い
の
に
利
子
補
給
率
は
一
番
低
い
。

中
小
企
業
支
援
の
た
め
に
も
、
低
い
融

資
利
率
に
高
い
利
子
補
給
率
へ
改
善
を
。

　

秋
本
議
員
は
商
工
会
の
理
事
も
や
っ

て
お
り
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
意
見

が
よ
く
わ
か
る
と
思
う
の
で
、
検
討
に

値
す
る
な
と
思
い
ま
す
。
他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
十
分
検
討
し
ま
す
。

　

法
人
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
当
初
か
ら
実
施
で
き
ま
す
か
。

　

来
年
度
当
初
か
ら
実
施
の
予
定
で
す
。

　

平
成
15
年
と
現
在
の
廃
プ
ラ
処
理
量

と
処
理
費
は
ど
の
く
ら
い
違
い
ま
す
か
。

　

一
六
〇
ｔ
の
減
で
九
〇
〇
万
円
の
減
。

　

処
理
量
の
減
は
基
幹
作
物
で
あ
る
西

瓜
の
生
産
量
の
減
。
８
年
前
に
比
べ
て

九
〇
〇
万
円
も
市
の
支
出
は
減
っ
た
わ

け
だ
が
、
一
部
を
処
理
費
に
還
元
し
て

生
産
農
家
の
負
担
減
を
図
れ
ま
せ
ん
か
。

　

十
分
検
討
し
て
決
め
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

舟
形
町
と
の
交
流
を
深
め
て
欲
し
い
。

　

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

『
教
育
福
祉
に
つ
い
て
』

　

中
学
校
三
年
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
。

　

検
討
を
進
め
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
助
成

を
早
期
に
実
施
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

国
の
動
向
を
踏
ま
え
実
施
内
容
検
討
。

　

成
人
女
性
へ
の
助
成
も
検
討
し
て
。

　

即
実
施
は
無
理
だ
が
検
討
余
地
あ
り
。

問答

　

厚
労
省
の
助
成
を
受
け
当
市
の
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
た
国
の
基
準
で
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
小
児
肺
炎
球
菌
も

五
歳
未
満
を
対
象
に
助
成
実
施
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
実

施
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
設
定
に
つ
い
て
所
得

区
分
の
き
め
細
か
な
設
定
に
よ
り
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
と
、
安
定
し
た
介

護
保
険
の
運
用
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
層
に
配
慮
し
七
段
階
区
分

で
す
が
、
そ
の
分
高
所
得
者
の
負
担
が

増
大
す
る
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

き
め
細
か
な
保
険
料
区
分
設
定
を
図

り
保
険
料
負
担
軽
減
と
安
定
を
。

　

次
期
計
画
策
定
の
見
直
し
で
高

齢
者
の
意
向
や
生
活
環
境
等
把
握

し
、
サ
ー
ビ
ス
量
等
を
勘
案
し
そ

の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

調
査
員
に
よ
り
生
活
援
助
基
準

と
な
る
同
居
家
族
の
判
定
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
調
査
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

一
概
に
同
居
者
が
い
る
か
ら
等

だ
け
で
な
く
実
際
の
家
族
の
状
況
、

本
人
の
状
況
等
を
見
て
判
断
し
て

お
り
ま
す
。

　

『
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
及

び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
』 問答

問答

答

答答答

印旛一高い利率は企業の負担

安定した介護支援にむけて

問答

中
小
企
業
に
対
す
る
市
融
資
制
度
の
改
善
を

近
隣
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
十
分
検
討
す
る

秋
本
真
利

大
川
原
き
み
子

問問 答答答 問問問

問問

適
正
な
介
護
保
険
料
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
中
で
検
討

問問問 答答答

市町村名
融資利率（年）

利子補給率
1年以内 3年以内

富里市 2.70 3.00 1／2 又は 2％の低い方

成田市 2.70 3.00 2.5％

佐倉市 2.30 2.70 1／2 又は 3％の低い方

四街道市 2.40 2.80 運転 2％，設備 3％以内

山街市 2.50 2.80 1／2 又は 2％の低い方

印西市 2.80 2％

白井市 2.70 1.5％

（単位：％）

近隣の資金融資制度の状況
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来
年
八
月
の
市
長
選
挙
に
出
馬
の
意

向
は
。

　

出
馬
し
ま
す
。
市
の
基
本
構
想
を
軌

道
に
乗
せ
、
酒
々
井
Ｉ
Ｃ
に
通
じ
る
バ

イ
パ
ス
の
完
成
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

下
水
道
計
画
の
各
団
地
公
共
下
水
道
へ

の
道
筋
、
十
倉
地
域
の
食
料
生
産
の
た

め
の
基
盤
整
備
、
そ
し
て
交
通
網
の
整

備
と
ゴ
ー
ル
に
向
け
全
力
で

市
政
を
担
う
覚
悟
で
す
。

　

『
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
』

　

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト

の
発
行
と
実
施
を
。

　

企
業
参
画
型
子
育
て
支
援

事
業
と
し
て
、
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
経
済
的
支
援
の
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社

会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支

援
す
る
機
運
の
醸
成
の
た
め
、

各
種
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

企
業
の
協
賛
を
得
な
が
ら
実

施
す
る
取
組
で
す
。
全
国

四
二
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
対
象
と
す
る
年
齢
は
、

道
府
県
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
の
後
期
計
画
に
、
事
業
の
検
討
に

つ
い
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
県
内

で
は
、
浦
安
市
、
市
原
市
、
松
戸
市
が

市
単
独
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
県
に
お
け
る
事
業
実
施
の
検

討
状
況
等
を
踏
ま
え
、
市
商
工
会
及
び

商
店
会
連
合
会
と
も
協
力
し
、
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

確
立
を
検
討
中
で
す
。

　

『
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
』

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
。

　

昨
今
、
駆
除
に
伴
う
事
故
等
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
作
物
の
被
害
が

多
く
、
鳥
類
は
、
銃
器
に
頼
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
安
全

対
策
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

進
行
状
況
と
実
績
に
つ
い
て
。

　

主
な
成
果
や
課
題
の
確
認
を
行
い
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
、
新
た
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
進
め
て
い
ま
す
。

　

『
各
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
』

　

八
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
。

　

今
年
度
か
ら
用
地
取
得
を
行
い
、
末

ま
で
に
八
〇
％
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
と
ご
み
問
題
に
つ
い
て
。

　

現
在
土
木
工
事
、
建
築
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
ご
み
問
題
は
、

収
集
場
所
を
三
地
域
に
分
け
て
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
家
庭
ご
み
収
集
場
所
の
設
置
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
五
町
歩
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
最
終

処
分
場
の
計
画
、
地
形
等
を
考
慮

し
て
、
活
用
方
法
を
組
織
的
に
検

討
し
ま
す
。

　

『
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
』

　

市
民
の
足
で
あ
る
循
環
バ
ス
は
。

　

平
成
14
年
９
月
開
始
か
ら
８
年

が
経
過
し
、
三
回
の
ル
ー
ト
改
正

を
行
っ
て
い
る
が
利
用
者
数
が

年
々
減
少
傾
向
で
新
交
通
体
系
の

問答

支援パスポート

問答

15 町歩の使用目的は？

市
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て

来
年
８
月
の
市
長
選
に
出
馬
し
ま
す

押
尾　

隆

問答

総
合
計
画
に
つ
い
て

課
題
な
ど
を
整
理
し
て
進
め
て
い
き
ま
す

問答答答 問問 問答

問答

問答

鈴
木
英

（浦安市）
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公
立
幼
稚
園
と
私
立
幼
稚
園
の
入
園

料
、
保
育
料
に
は
相
当
の
差
が
あ
り
ま

す
。
成
田
市
の
場
合
、
私
立
幼
稚
園
児

一
人
当
た
り
年
額
一
万
円
補
助
が
出
て

い
ま
す
。
近
隣
で
も
何
ら
か
の
補
助
制

度
が
あ
る
よ
う
で
す
。
富
里
市
は
全
く

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
理
由
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

成
田
市
は
全
て
が
私
立
と
い
う
こ
と

で
補
助
と
い
う
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
設
置
者

に
対
す
る
補
助
も
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
富
里
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

富
里
は
公
立
三
園
、
私
立
三

園
あ
り
ま
す
が
、
北
部
に
は
私

立
が
二
園
あ
っ
て
公
立
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
必
要
な
補
助
」
と

「
あ
っ
た
ら
良
い
補
助
」
は
区

別
で
き
ま
す
が
富
里
で
私
立
幼

稚
園
補
助
が
な
い
の
は
な
ぜ
で

す
か
。

　

日
吉
台
開
発
当
時
、
北
中
を

は
じ
め
小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
、
プ
ー
ル
建
設
な
ど
義
務
教

育
施
設
の
建
設
に
特
化
し
て
い
て
既
に

で
き
て
い
た
私
立
幼
稚
園
に
役
割
を
期

待
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
県

内
多
く
の
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
内
容
的
に
は
保
護
者
に

対
す
る
も
の
、
設
置
者
に
対
す
る
も
の

様
々
で
す
が
子
供
へ
の
思
い
や
り
、
保

護
者
へ
の
負
担
軽
減
を
考
え
少
し
研
究

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問答

市内３園の私立幼稚園

問答

私
立
幼
稚
園
に
通
い
市
の
補
助
が
な
い
理
由

今
後
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
考
え
研
究
す
る

窪
田　

優

問答

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

　

『
少
子
高
齢
化
事
業
に
つ
い
て
』

　

敬
老
会
の
運
営
及
び
祝
品
に
つ
い
て
。

　

市
主
催
で
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、

今
年
度
と
同
様
に
七
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
、
市
主
催

で
敬
老
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、
平

成
24
年
度
敬
老
会
は
各
地
域
で
の
開
催

も
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

祝
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
品
券
を

配
付
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
以
前
か
ら

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
平
成
23
年
度
の

祝
品
に
つ
い
て
は
商
品
券
を
配
付
す
る

こ
と
で
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

『
医
療
費
軽
減
に

つ
い
て
』

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
つ
い
て
。

　

医
療
費
抑
制
に

向
け
て
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
対

策
と
い
た
し
ま
し

て
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
に
対

し
て
国
保
年
金
課
及
び
日
吉
台
出
張
所

の
窓
口
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
お
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
紙
に
お
い

て
も
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
医
療
機
関
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に
努
め
る

旨
通
知
す
る
と
と
も
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
関
す
る
ご
案
内
を
掲
示
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
は
医
療
機
関
に
対
し
て
、

三
〇
％
は
変
更
す
る
よ
う
通
知
さ
れ
ま

し
た
。

問答

ジェネリック医薬品を希望

問

子
ど
も
手
当
の
財
源
は
全
額
国
費
で

政
府
へ
全
額
国
費
で
賄
う
よ
う
求
め
る

問答

布
川
好
夫

答
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『
公
共
交
通
に
つ
い
て
』

　

酒
々
井
駅
ま
で
の
そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。

　

引
き
続
き
、
地
域
と
市
、
双
方
で
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
い
て
、
新
た
な
市
全
体

の
交
通
体
系
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　

『
防
犯
メ
ー
ル
に
つ
い
て
』

　

各
学
校
か
ら
の
不
審
者
情
報
を
、
市

の
防
災
、
防
犯
メ
ー
ル
に
も
配
信
が
で

き
な
い
か
。

　

警
察
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

母
親
に
と
っ
て
、
授
か
っ
た
命
に
は

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
妊
娠
し
て
も
、
二
二
週
目
以
前

の
流
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
不
育
症

は
、
女
性
に
と
っ
て
非
常
に
悲
し
い
事

で
す
。
治
療
費
も
大
変
多
く
か
か
り
ま

す
。
岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
第
一
子
に

つ
き
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
少
子

化
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
市
と
し
て
の

取
組
は
。

　

全
国
に
夫
婦
で
八
万
人
く
ら
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
態
の
状
況
を
把
握

し
て
検
討
し
ま
す
。

　

『
手
話
通
訳
者
の
配

置
に
つ
い
て
』

　

聴
覚
障
害
者
協
会

か
ら
要
望
書
が
出
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
。

　

週
五
日
で
一
名
の

増
員
と
い
う
こ
と
で

要
望
が
出
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
は
増
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
聴
覚

障
害
者
の
方
の
福
祉

向
上
に
努
め
ま
す
。

問答

厚生労働省のホームページ

高
橋
益
枝

不
育
症
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す

問答問答

問問 答答

　

順
位
を
つ
け
て
や
り
た
い
。
根
木
名

小
学
校
に
つ
い
て
は
三
本
ぐ
ら
い
を
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

『
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
』

　

平
成
19
年
〜
21
年
ま
で
の
職
務
専
念

義
務
免
除
の
状
況
は
。

　

19
年
が
実
人
員
に
よ
る
延
べ
取
得
日

数
約
三
五
〇
日
金
額
は
約
五
七
〇
万
円

と
な
り
ま
す
。
20
年
は
三
九
〇
万
円
、

21
年
は
三
七
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
計
変
更
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　

免
震
構
造
で
地
下
一
階
地
上
一
〇

階
、
塔
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
新
た
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
建
築
面
積
が
七
、

〇
六
〇
㎡
で
、
九
階
・
一
〇
階
は
介
護

老
人
保
健
施
設
を
二
〇
〇
床
計
画
の
よ

う
で
す
。

　

着
工
と
完
成
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

　

着
工
は
23
年
10
月
ご
ろ
、
完
成
は
25

年
10
月
ご
ろ
を
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
地
域
や
日
吉
台
を

活
性
化
す
る
た
め
、
企
画
立
案
す
る

検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置
す
べ
き
と

思
う
が
。

　

今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

『
教
育
問
題
に
つ
い
て
』

　

根
木
名
小
学
校
へ
通
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
タ
ウ
ン
の
子
供
達
は
通
学
路
で

難
儀
し
て
い
る
。
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

　

坂
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
補
修
し

て
い
き
た
い
。
防
犯
灯
の
照
明
に
つ

い
て
は
地
主
さ
ん
と
協
議
し
て
復
活

す
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

学
校
の
高
木
剪
定
の
予
算
を
。

問答

25 年開院予定の徳洲会病院図

髙
橋
保
夫

（
仮
称
）
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
に
つ
い
て

完
成
は
平
成
25
年
10
月
ご
ろ
を
予
定

問答問問 答答問問 答

問答 答
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人
口
五
万
人
の
富
里
市
は
、
日
吉
台

地
区
以
外
に
は
、
眼
科
・
耳
鼻
科
が
な

く
多
く
の
市
民
が
困
っ
て
い
ま
す
。　

　

富
里
村
当
時
、
二
人
の
歯
科
医
を
誘

致
し
た
よ
う
に
、
眼
科
・
耳
鼻
科
の
誘

致
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
市
に
あ
る
眼
科
・
耳
鼻
科
に
つ
い

て
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
と
思
っ

て
い
ま
す
。
眼
科
・
耳
鼻
科
の
誘
致
に

つ
い
て
は
、
富
里
市
医
師
連
絡

協
議
会
に
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

徳
洲
会
病
院
の
開
院
は
、
い

つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。
大
分
遅

れ
て
い
ま
す
が
。

　

当
初
平
成
21
年
度
が
、
現
在
、

病
院
関
係
者
の
説
明
で
は
、（
仮

称
）
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
の

開
設
は
、
平
成
25
年
度
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

診
療
科
目
に
つ
い
て
は
、
富

里
市
の
不
足
し
て
い
る
科
目
を

含
め
て
一
六
の
診
療
科
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

『
下
水
道
対
策
に
つ
い
て
』

　

下
水
道
対
策
に
は
、
公
共
下

水
道
、
地
域
の
合
併
処
理
浄
化
槽
と
小

型
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
る
が
、
近
年

団
地
自
治
会
の
合
併
処
理
浄
化
槽
修
理

が
大
変
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉

県
と
話
し
合
い
、
修
理
費
補
助
を
改
善

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

　

公
共
下
水
道
に
努
め
て
組
み
入
れ
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問答

し
く
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

当
市
は
、
県
内
で
成
田
市
等
に
次
い

で
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
進

ん
で
い
ま
す
。
浩
養
小
の
エ
ア
コ
ン
設

置
で
市
の
方
針
は
明
確
に
示
さ
れ
て
お

り
、
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
夏
の
小
・
中
学
校
の
猛
暑
対
策
と

そ
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

各
学
校
に
お
い
て
、
こ
ま
め
な
休

憩
・
給
水
や
健
康
観
察
を
十
分
に
実
施

し
ま
し
た
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、
時
間

割
を
工
夫
し
、
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
教
室

の
活
用
や
午
後
に
プ
ー
ル
授
業
を
行
う

等
に
よ
り
対
応
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
三
〇
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
て
い
る
学
校
環
境
衛
生
基
準

を
満
た
す
に
は
エ
ア
コ
ン
設
置
な
し
で

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
や
設
置
理
由
及
び
今
後
の
予
定
は
。

　

南
中
学
校
及
び
南
小
学
校
は
成
田
空

港
の
騒
音
対
策
事
業
と
し
て
全
て
の
教

室
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浩

養
小
学
校
は
改
築
時
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
三
校
以
外
で
は
保
健
室
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
、
校
長
室
、
職
員
室
等
に

は
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
予
定
と

し
て
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
富
里
小
学

校
第
二
校
舎
に
設
置
し
ま
す
。

　

学
校
環
境
は
児
童
・
生
徒
が
中
心
に

な
る
べ
き
で
あ
り
、
校
長
や
教
師
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
は
、
好
ま

問答

徳洲会病院の完成予想図

問問問 答答

集中力、この暑さに霧散する

徳
洲
会
病
院
の
開
院
は
い
つ
ご
ろ
か

平
成
25
年
度
中
に
は
開
設
の
運
び
に

佐
藤
繁
夫

中
野
信
二

普
通
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
の
早
期
設
置
を

校
舎
の
大
規
模
改
修
時
に
合
わ
せ
て
実
施

問答

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

答

問答

答

問

猛暑日
（35℃以上）

真夏日
（30℃以上）

夏　日
（25℃以上）

その他
（25℃未満）

合　計
（登校日）

６　月 0 1 13 8 22

７　月 0 4 9 0 13

９　月 2 6 7 5 20

合　計 2 11 29 13 55

（割合％） （3.6） （20.0） （52.7） （23.6） （100.0）

平成２２年６～９月　気温状況
（成田空港）

（資料：気象庁）
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市
長
は
ど
こ
の
道
の
駅
も
活
況
を
呈

し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ま
す
か
。

　

今
は
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
道
の
駅
回
り

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ム
と
い
っ
て
も
一
過
性
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
の
「
核
」
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

酒
々
井
Ｉ
Ｃ
が
開
通
す
れ
ば
富
中
通

り
は
交
通
量
急
増
は
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
新
木
戸
の
区
画
整
理
事
業
に

は
、
市
財
政
が
数
十
億
円
も
投

じ
ら
れ
、
地
域
が
大
き
く
変
化

す
る
施
策
が
取
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
市
全
体
の
将
来
に
、

農
業
振
興
等
、
効
率
的
に
生
か

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

　

す
ば
ら
し
い
考
え
だ
し
、
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

今
は
財
政
的
に
優
先
順
位
か
ら

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

道
の
駅
は
、
農
産
物
等
を
通

じ
て
、
富
里
の
豊
か
な
自
然
や

地
域
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
発

信
元
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ

り
、
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て

重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
つ

く
る
と
は
っ
き
り
言
え
ま
せ
ん
。

　

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
べ
き
』

　

す
べ
て
の
品
目
の
関
税
撤
廃
だ
け
で

な
く
、
食
料
主
権
を
守
り
、
異
常
気
象

等
か
ら
食
料
の
確
保
等
々
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
参
加
に
反
対
す
べ
き
で
す
。

　

富
里
の
農
業
に
多
大
な
影
響
が
あ
り

参
加
に
反
対
で
す
。

問答

の
基
準
を
示
し
減
免
し
た
医
療
費
の
半

額
を
特
別
調
整
交
付
金
で
補
て
ん
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
実
施
要
綱
の
制
定
を
。

　

９
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
の
で
基
準

に
従
い
検
討
し
ま
す
。

　

県
の
広
域
化
連
携
会
議
で
決
ま
っ
て

い
る
の
は
人
口
規
模
ご
と
の
収
納
率
の

引
き
上
げ
目
標
と
県
の
指
導
や
勧
告
で

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
廃
止

等
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
現
状
は
収
納
率
で
は
県
下
二
番
目

に
低
く
七
七
・
六
％
（
22
年
６
月
）、
繰

入
金
は
20
年
度
六
千
万
円
、
21
年
度
約

一
億
六
千
万
円
と
命
を
守
る
た
め
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
補
助
金
を
減

ら
さ
れ
、
医
療
費
を
抑
制
さ
れ
た
ら
、

国
保
税
の
負
担
増
と
収
納
率
の
目
標
数

値
の
徴
収
責
任
だ
け
が
押
し
つ
け
ら
れ

ま
す
。
高
す
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
国
保

は
加
入
者
の
約
五
〇
％
が
滞
納
世
帯
で

あ
り
、
仕
事
も
な
い
状
況
で
す
。
広
域

化
で
命
が
本
当
に
守
れ
ま
す
か
。

　

国
保
の
歳
入
が
低
下
し
医
療
費
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
無
職
者
の
割
合

が
非
常
に
増
加
し
て
い
る
。
国
の
制
度

設
計
や
負
担
の
あ
り
方
な
ど
問
題
に
な

る
。
将
来
ま
で
安
定
し
た
制
度
と
な
る

よ
う
国
に
要
望
し
ま
す
。

　

国
保
法
の
四
四
条
に
基
づ
く
患
者
の

医
療
費
一
部
負
担
の
減
免
に
つ
い
て
再

三
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
国
は
そ

問答

地域活性化の切り札・道の駅

問答

広域化等支援方針の骨子（案）

（県保険指導課資料より抜粋）

道
の
駅
と
み
さ
と
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か

今
の
と
こ
ろ
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

柏
崎
の
り
子

問答問

問 答答

国
保
広
域
化
は
住
民
負
担
増
に
な
る
の
で
は

国
の
負
担
割
合
を
上
げ
る
よ
う
要
望
す
る

問問

答

答

立
花　

介

保険者規模（被保険者数） 目標収納率

１万人未満 ９０％

１万人～５万人 ８９％

５万人～１０万人 ８８％

１０万人以上 ８７％



富里のあま～いイチゴ（大和地先）

議会を傍聴しませんか
３月定例会は

２月２２日（火）から開会予定です。

※詳しい日程などは議会事務局にお問い合わせください。

※本会議の模様は市民課ロビー ( 市庁舎一階 ) のテレビでも

　ご覧いただくことができます。

議会報を読んで感じたことなど

皆様のご意見をお待ちしております。

また、議会報は市議会ホームページでも

ご覧いただくことができます。

〒 286-0292　富里市七栄 652-1　議会事務局
TEL.　0476-93-6492　FAX.　0476-91-3595

富里市議会ホームページアドレス

http://www.city.tomisato.chiba.jp/gikai/index.html

委 員 長／高橋益枝　　副委員長／髙橋保夫　　委員／塩田和夫、中間幸一、立花　介、布川好夫、窪田　優

とみさと議会報編集特別委員会

次回（平成２３年３月定例会）はＡ４判からタブロイド判に変更して５月１日発行予定です。
再生紙を使用しています

編
　私が議会報編集に携わるようになって４年

の終わりを迎えようとしております。この間、

編集委員も何人かは交代もありました。委員長

の下、補佐の立場で常に読者の目線を意識して

読みやすさに心がけてまいりました。委員の願

いがお届けできていたら幸いです。

　地方議会はこれまで報酬や国内研修、議員定

数、政務調査費などさまざまな批判が向けられ

てきています。

　分権時代における地方自治体のあり方が議

論される中で、議会の役割機能強化に向かって

の議論はまだまだの感じです。

　本議会においても議会改革の取組の中で議

員定数削減についての議論がなされている最

中です。現状を主張する人、削減を唱える人、

忘れてはならないことはだれかがやってくれ

るわけではなく議員が自分の責任で判断する

時期にきております。市民の負託にこたえるた

め、求められているものは何かを真摯に受け止

め信頼と期待にこたえてまいりたいと思いま

す。編集委員一同、さらに親しまれる議会報に

するため努力してまいりたいと思っています。

（副委員長　髙橋保夫 記）

ご意見・ご感想をお寄せください！

集後記


